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トン州政府事務所までファックスにてご送信ください。�

ワシントン州政府関係書類一覧�

ワシントン州政府市場促進活動関係書類�

1. グリーンページ（無料）�
　「ワシントン州住宅産業総覧」�
� ワシントン州所在の各企業が掲載�

A4版　70ページ�
�

2. 躯体工事マニュアル（2000円・送料別）�
　「枠組作業と建設初期段階の大工仕事」�
� スコット・シンプソン著　黒岩いずみ訳�

A4版　120ページ�
�

3. 輸入窓の取り付け方（先着50名様 無料）�
　「地域対応の耐水防湿対策」�
�

1. ワシントン州ハウジング・ミッション�
     四国・岡山・広島（1998年12月）�

A4版　36ページ�
�

会社名�

フリガナ�

住　所�

〒�
フリガナ�

担当者�

業　種�
1　建設施行会社�
4　建築設計事務所�
6　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�

2　建材卸会社�
5　販売代理店�

3　商社・貿易会社�
�

TEL

FAX

フリガナ�

お問合せ�

米国ワシントン州政府日本事務所�
�木材製品部　担当　スティーブ・コーレス�
　　　　　　　　　コーリン・ジョンソン ／ 御子柴淳子�
〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-4-8-301�
TEL :  03-5776-7766     FAX :  03-3459-0897�
e-mail:  jwnko@gol.com�
�

　ワシントン州のゲリー・ロッ
ク知事は、今年７月２度目の来
日を果たしました。今回の来日
は、姉妹都市提携により、３５
年にわたってワシントン州と友
好関係を続けている兵庫県を表
敬訪問し、視察することを主な
目的としていました。�
　ロック知事は兵庫県の行政関
係者及び企業の役員と会合し、

県側とのより一層の交流を深め
ることに成功しました。また滞
在期間中は、三ノ宮の阪神・淡
路大震災復興支援館「フェニッ
クスプラザ」をはじめ、県内の
いくつかの住宅関連地域を訪問
しました。ここに報告をかね、
訪問先の２箇所を紹介させてい
ただきます。�

住宅展示場のひとつで、六甲アイランドに位置します。兵庫県
後援のもと設立したひょうご輸入住宅総合センターは、住宅購
入を考える方のために、展示プラザと情報プラザの２つのセク
ションを設けています。展示プラザに建てられている住宅の多
くは、ワシントン州の部材メーカーや設計会社を通して建築さ
れたものです。今回の知事のセンター訪問は、1995年の展示プ
ラザ創立以来２度目でした。ワシントン州政府は２年近く情報
プラザに駐在事務所を設立していました。�

ひょうご輸入住宅総合センター�

ワシントン村�

1998年7月�

ワシントン州知事�
 コーリン・ジョンソン氏�

ゲリー・ロック氏�

 みこしば�

　ワシントン州政府の住宅産
業プログラムにコーリン・ジ
ョンソン氏（オレゴン州出身
）が住宅産業促進担当として
仲間入りした。�
　ジョンソン氏は、オレゴン
州セーラム市にあるウィラメ
ット大学卒科学士号を取得し
、慶應義塾大学の日本語別科
において集中言語プログラム
を終了後、米国と日本の住宅産業
に10年間携わってきた。1994年に
は日本で始めて建設業として登録
された日米合併の建築会社ＵＳコ
ンストラクション・リンク株式会
社の創立を援助した。ワシントン
州通商経済開発局に勤務する前ま
では、シアトルにホームページの
制作会社を設立し、日本やアメリ
カの企業のためにバイリンガルな
ホームページを制作していた。　
　ワシントン州通商経済開発局 
木材製品本部 国際マーケィング
部 部長のマーク・カルフーン氏

は「ジョンソン氏の米国及び日本
での実践的経験は、ワシントン州
政府日本事務所の住宅産業チーム
に大きく貢献してくれると期待し
ています。彼の語学力、技術的知
識や米国と日本における建築業界
での経験は適任だと確信していま
す。ジョンソン氏と共にこれから
も北米住宅の市場促進と技術移転
プログラムを充実したものにして
いきたいと思います。」と語って
いる。�

　木工・粘土細工や絵画など「手でモノを作る」ことが大好きだったジョンソン
さんは、大学卒業後、地元の工務店に就職。日本に対しての興味は、1990年にツ
ーバイフォー工法大工として日本に派遣されたことから始まった。滞在は数カ月
であったが、初めての外国生活は自国の習慣とかなり異なっていたため、異文化
についての強い感心が芽生え始め、「日本の文化習慣を身につけたい」と真剣に
考えるようになったそうだ。　�
　その後本格的な就職活動を始め、千葉の工務店に就職。その頃は、昼は現場仕
事、夜は日本語学校で日本語の勉強、というハードな毎日を送っていたという。
「あの時代はけっこうたいへんでした」と振り返るジョンソンさん。彼の流暢な
日本語が、人一倍のガッツと意欲を燃やしたであろう日々を物語っている。�
　休みの日は何をしていますか、の問いに「コンピュータに向かっている」と答
えるほどのコンピュータ好きでもある。「この仕事は、建築とコンピュータと日
本語と、今までの自分の経験が活用できるポジションだから嬉しい。」と笑みが
こぼれた。東京都在住。32歳。 

超小型コンピュータ（A5サイズ）を�
愛用している�

視察するゲリー・ロック知事（写真中央）。兵庫県側のスタッフの皆さんと�

神戸北部に位置する三田市に、輸入住宅が立ち並ぶ「ワシント
ン村 」があります。ワシントン州が兵庫県と長年にわたる交
流活動の結果、誕生した貴重な輸入住宅村です。  


